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令
和
２
年
第
１
回
定
例
町
議

会
が
３
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で

18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初

日
の
６
日
に
河
村
町
長
が
令
和

２
年
度
施
政
方
針
を
発
表
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
国
・
都
の
現
況

な
ど
は
省
略
し
て
い
ま
す
。
全

文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

ま
た
は
役
場
企
画
財
政
課
お
よ

び
古
里
出
張
所
に
置
い
て
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

【
町
長
就
任

　 

４
期
16
年
を
振
り
返
っ
て
】

　

令
和
２
年
は
、
住
民
皆
様
か

ら
の
負
託
を
受
け
、
平
成
28
年

５
月
に
４
期
目
の
町
政
を
担
う

こ
と
と
な
っ
て
か
ら
４
年
が
経

過
す
る
任
期
の
締
め
く
く
り
の

年
で
、
通
算
で
は
16
年
を
終
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

私
が
町
長
の
重
責
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
住

民
の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
の
ご

支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
町
長

と
し
て
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

16
年
に
及
ぶ
町
政
に
お
い
て
、

住
民
の
皆
様
が
行
政
に
何
を
求

め
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の

か
を
常
日
頃
か
ら
意
識
し
な
が

ら
、
住
民
皆
様
が
安
全
で
、
安

心
し
て
こ
の
奥
多
摩
町
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
行
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
住
民
皆
様
や
関
係
団
体
な

ど
の
参
画
を
い
た
だ
き
策
定

し
、
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
「
第
５
期
奥

多
摩
町
長
期
総
合
計
画
」
に

お
い
て
は
、
「
人　

森
林
（
も

り
）　

清
流　

お
く
た
ま
魅
力

発
信
！
」
～
住
み
た
い　

住
み

続
け
た
い　

み
ん
な
が
支
え
る

癒
し
の
ま
ち　

奥
多
摩
～　

を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
豊
か

な
山
々
と
清
流
の
中
で
自
然
と

共
生
す
る
町
に
お
い
て
、
多
く

の
魅
力
に
包
ま
れ
た
、
住
む
人

と
訪
れ
る
人
が
癒
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
生
涯

を
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
過
疎
化

が
進
行
す
る
町
の
最
大
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
少
子
化
対
策
と
定

住
化
対
策
を
「
奥
多
摩
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け
、

重
点
的
に
、
ま
た
、
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
奥
多
摩
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
、
少
子
化

対
策
の
推
進
と
し
て
、出
会
い
・

暮
ら
し
、
子
育
ち
・
教
育
の
分

野
を
、
ま
た
、
住
み
た
い
方
が

住
め
る
町
を
築
く
た
め
、
定
住

化
対
策
の
推
進
と
し
て
、
仕

事
、
住
ま
い
の
分
野
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
対
策
は
、
過
疎
化
に
よ

る
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
む
当
町
に
お
い
て
、
高
齢
化

対
策
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

第
５
期
奥
多
摩
町
長
期
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て

河

村

町

長

施

政

方

針

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
り
、
高
齢
化
率
が
50
％
と
非

常
に
高
い
状
況
が
続
く
中
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
低
下
し
つ

つ
あ
る
地
域
も
見
ら
れ
る
町
に

お
い
て
、
重
点
的
に
推
進
す
べ

き
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平

成
20
年
３
月
に
は
地
域
全
体
で

子
ど
も
や
子
育
て
を
支
援
し
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
で
、
住
民
皆
様
が

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
奥
多
摩
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
推
進
条
例
」
を
制
定

し
、
現
在
ま
で
様
々
な
制
度
や

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
出
会

い
の
場
支
援
と
し
ま
し
て
、
ふ

れ
愛
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
交
流
の
場
や
ふ
れ
あ
い
の
場

の
提
供
を
行
い
、
子
育
て
支
援

と
し
ま
し
て
は
、
現
在
で
は
国

が
行
っ
て
い
る
保
育
料
の
全
額

助
成
を
町
が
先
駆
け
て
実
施

し
、
さ
ら
に
は
、
小
・
中
学
校

給
食
費
の
全
額
助
成
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
全
額
助
成
、

産
後
健
康
診
査
等
費
用
の
助

成
、
保
育
園
か
ら
小
・
中
・
高

等
学
校
ま
で
の
入
園
・
入
学
・

進
学
等
支
援
並
び
に
高
校
生
等

通
学
定
期
代
助
成
な
ど
、
こ
れ

ら
の
15
項
目
に
及
ぶ
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
推
進
事
業
は
、
全

国
で
も
有
数
の
支
援
策
で
あ
る

と
自
負
し
て
お
り
、
近
年
で
は

他
の
自
治
体
も
同
様
の
支
援
策

を
実
施
し
て
お
り
、
他
の
自
治

体
の
模
範
と
な
る
施
策
で
あ
る

と
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
度
に
は
、

定
住
促
進
を
目
的
と
し
た
宅
地

を
安
価
に
分
譲
す
る
事
業
を
開

始
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に

は
、
若
者
世
代
の
増
加
・
定
住

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
活
気
の

あ
る
地
域
を
目
指
し
て
、「
若

者
定
住
応
援
条
例
」を
制
定
し
、

若
者
定
住
応
援
補
助
金
の
推
進

等
の
支
援
を
行
う
ほ
か
、
町
営

若
者
住
宅
の
第
１
弾
と
し
て
、

海
沢
地
区
に
９
世
帯
分
を
同
年

か
ら
２
か
年
か
け
て
建
設
し
、

以
降
、
大
丹
波
地
区
や
小
丹
波

地
区
、
棚
沢
地
区
、
南
氷
川
地

区
な
ど
合
計
57
世
帯
分
を
整
備

し
、
重
点
的
に
町
営
若
者
住
宅

の
整
備
を
行
い
若
者
の
定
住
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
近
年
で
は
、
22
年
間
定

住
す
る
と
無
償
譲
与
す
る
子
育

て
応
援
住
宅
の
整
備
や
栃
久
保

地
区
、
川
井
地
区
等
で
の
分
譲

地
の
整
備
、
空
家
等
活
用
促
進

事
業
交
付
金
等
に
よ
り
町
へ
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
物
件
を
活
用

し
た
若
者
定
住
応
援
住
宅
、
い

な
か
暮
ら
し
支
援
住
宅
等
様
々

な
住
宅
の
整
備
を
一
体
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
今
年
１
月

時
点
で
の
当
町
の
年
少
人
口

３
３
７
人
の
う
ち
実
に
１
５
４

人
45
・
７
％
の
お
子
さ
ん
が
こ

れ
ら
町
営
若
者
住
宅
や
若
者
定

住
応
援
住
宅
、
い
な
か
暮
ら
し

支
援
住
宅
、
分
譲
地
の
整
備
等
、

各
種
の
定
住
対
策
を
重
点
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
事
業

等
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
成
果

の
一
端
が
こ
こ
に
表
れ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
婚
前
の
出
会

い
の
場
か
ら
定
住
対
策
と
子
育

て
支
援
を
一
体
的
に
推
進
し
て

い
る
こ
と
で
、
こ
の
奥
多
摩
町

に
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が

こ
の
町
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、「
奥

多
摩
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
若

者
の
定
住
に
ば
か
り
注
力
し
て

い
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
町
の
長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
り
ま
し
た
町
営
水
道
の
都
営

水
道
一
元
化
が
平
成
22
年
４
月

に
実
現
し
、
そ
れ
以
降
東
京
都

水
道
局
に
お
い
て
は
、
ひ
む

ら
浄
水
所
、
小
河
内
浄
水
所

及
び
大
丹
波
浄
水
所
な
ど
取

水
・
導
水
・
浄
水
施
設
整
備
に

44
億
５
千
万
円
の
投
資
を
い
た

だ
き
、
最
新
の
浄
水
設
備
を
備

え
た
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更

新
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で

に
、
お
よ
そ
30
億
円
以
上
が
費

や
さ
れ
、
今
後
も
同
様
に
耐
震

性
能
を
有
し
た
水
道
管
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
、
町
の
水
道
に
つ

い
て
は
、
安
全
で
安
心
な
水
道

水
の
供
給
体
制
が
実
現
さ
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
町
営
水
道
時
代
に

は
、
町
の
一
般
会
計
か
ら
毎
年

５
千
万
円
を
超
え
る
繰
り
出
し

を
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
行
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
財
政

負
担
も
無
く
な
り
、
都
営
水
道

に
な
り
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
ま
で
換
算
す
る
と
約
５
億

円
の
繰
り
出
し
金
の
削
減
、
ま

た
、
各
施
設
の
更
新
等
や
町
が

借
り
入
れ
た
起
債
の
償
還
金

６
億
５
７
０
０
万
円
等
を
考
慮

い
た
し
ま
す
と
、
総
額
で
86
億

円
を
超
え
る
、
多
額
の
財
政
負

担
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
の

奥
多
摩
処
理
区
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
18
年
度
の
工

事
着
手
か
ら
10
年
に
及
ぶ
歳

月
と
81
億
円
に
も
の
ぼ
る
莫

大
な
費
用
を
か
け
事
業
を
行

い
、
起
債
に
つ
き
ま
し
て
も

37
億
７
千
万
円
と
巨
額
な
借
入

で
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
の
元

利
償
還
金
へ
の
財
源
対
策
と
し

ま
し
て
、
減
債
基
金
を
事
業
着

手
当
時
よ
り
13
億
円
超
ま
で
着

実
に
積
み
立
て
、
当
該
基
金
の

活
用
と
将
来
を
見
通
し
た
財
政

運
営
の
安
定
を
図
っ
た
と
こ
ろ

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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カ
ッ
ト

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
単
独
で
行
っ
て

い
た
ご
み
処
理
事
業
に
お
い
て

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
等
に
よ
り
、
焼
却
施
設
の

更
新
に
は
30
億
円
以
上
と
の
試

算
が
な
さ
れ
、
そ
の
財
源
も
起

債
等
に
よ
り
将
来
に
わ
た
り
財

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
確
実
な

こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
６
月
に

地
元
住
民
皆
様
や
あ
き
る
野

市
・
日
の
出
町
・
檜
原
村
の
加

入
自
治
体
の
ご
理
解
を
得
て
西

秋
川
衛
生
組
合
へ
加
入
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
加
入
に
伴
う
施

設
整
備
負
担
金
は
７
億
６
千
万

円
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

22
億
４
千
万
円
の
財
政
負
担
を

軽
減
し
、
住
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
ご
み
処
理
に
対
す
る
不

安
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

最
新
の
ご
み
処
理
施
設
で
あ
る

た
め
、
ご
み
分
別
の
負
担
軽
減

な
ど
住
民
皆
様
の
ご
み
処
理
方

法
が
格
段
に
向
上
し
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
設
の
斎
場
整
備

の
要
望
や
火
葬
場
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
単
独
で
の
整

備
や
運
営
は
不
可
能
な
こ
と
か

ら
、
秋
川
流
域
斎
場
組
合
に
平

成
25
年
５
月
か
ら
加
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
住
民
の
施

設
利
用
料
に
お
い
て
、
式
場
使

用
料
に
つ
き
ま
し
て
は
従
来
と

比
較
し
て
２
分
の
１
、
火
葬
料

に
つ
き
ま
し
て
は
８
万
円
が

１
万
円
に
な
る
等
、
安
価
な
料

金
で
使
用
で
き
、
広
く
住
民
に

寄
与
す
る
生
活
基
盤
の
課
題
解

決
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
多
摩
町
の
町
制
施

行
か
ら
「
観
光
立
町
」
を
標
榜

す
る
町
と
し
て
、
お
く
た
ま
海

沢
ふ
れ
あ
い
農
園
の
整
備
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
の
開
始
、
は

と
の
す
荘
の
建
て
替
え
等
を
行

い
、
現
在
は
「
日
本
一
き
れ
い

な
観
光
用
公
衆
ト
イ
レ
」
を
目

指
し
、
奥
多
摩
駅
前
観
光
ト
イ

レ
の
改
修
や
観
光
用
公
衆
ト
イ

レ
の
清
掃
を
行
い
、
観
光
事
業

の
振
興
を
実
現
す
る
な
ど
、
数

多
く
の
町
の
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
財
政
改

革
、
財
政
基
盤
の
安
定
に
も
努

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
平
成
16

年
５
月
に
私
が
町
長
に
就
任
し

た
時
点
の
積
立
基
金
の
状
況

は
、
10
億
２
千
万
円
程
度
で

あ
っ
た
も
の
を
平
成
29
年
度
末

に
は
、
42
億
８
千
万
円
と
約
４

倍
に
増
加
さ
せ
る
一
方
、
一

般
会
計
に
お
け
る
地
方
債
現

在
高
は
、
平
成
15
年
度
末
に

44
億
５
千
万
円
で
し
た
が
、
平

成
29
年
度
末
に
は
22
億
９
千
万

円
と
約
２
分
の
１
に
減
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
新
た
な
借
入
金

の
抑
制
を
行
い
、
そ
の
分
の
財

源
補
完
を
東
京
都
市
町
村
総
合

交
付
金
に
求
め
、
将
来
に
わ
た

る
財
政
不
安
の
解
消
に
取
り
組

ん
だ
結
果
で
あ
り
ま
す
。

【令和２年度の主要事業について】

　まちづくりの最上位計画である「第５期奥多摩町長期総合計画」の施策の大綱に沿って、令和２年度

予算で特に重点としている施策や新規事業について説明します。

○誰もが元気で健康に暮らせる地域づくり

　住民皆さんが明るく健やかに暮らすためにはまず健

康でなければなりません。このための各種検診事業、

保健推進活動事業、定期予防接種事業、食育推進事業、

健康相談事業などの疾病予防につながる事業を実施す

るほか、地域医療体制及び医療保険制度の適切な事業

運営が図られるよう、着実に努めてまいります。

○安心して子どもを産み育てる地域づくり

　過疎化による少子高齢化が進む当町においては、子

供や子育て家庭の環境づくりのため、若者のふれ愛か

ら結婚、出産、子育てまできめ細やかな支援を行って

第１章「みんなで支えるホットなまちづくり」

まいります。

　特に、重点施策の一つとしている少子化・定住化対

策は、１５項目に及ぶ子ども・子育て支援推進事業の

制度を今後も推進するほか、住宅の新築や改築に対し

て支援する若者定住応援の助成を推進するなど、町内

在住の家庭はもちろんのこと、移住者への支援も合わ

せて行うことにより、子どもや子育て世代の増加を図

り、自治会等による地域の絆への維持、活力の向上に

努めてまいります。

《次ページ左上へ続く》

▶
改
修
後
の
奥
多
摩
駅
前
観
光
ト
イ
レ
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○自然とともに歩むまちづくり

　当町は、豊かな森林資源と水資源に恵まれ、町内全

域が秩父多摩甲斐国立公園に含まれていることから、

町の環境を適切に保全していくため、環境に配慮した

循環型社会の形成に努めるとともに、生活基盤として

重要な役割を持つ道路の整備や公共下水道へのさらな

る接続の促進、簡易給水施設の安定的な維持管理を行

います。

　また、毎年５月３０日の「ごみゼロの日」を中心に、

住民皆さんにご協力いただいております、地域の一斉

清掃も環境美化活動に尽力いただいているところであ

り、引き続き美化活動に支援を行ってまいります。

○みんなでチャレンジする生涯学習のまちづくり

　文化会館や図書館などは生涯学習の拠点として活用

されておりますが、一昨年１０月から指定管理施設と

なっており、サービスのさらなる向上に向け適切に管

理運営を支援してまいります。

　また、他地域や海外の人材と積極的に交流できる機

会を提供するため、友好交流を締結した神津島村での

洋上セミナーのほか、海外との交流として、オースト

ラリアへの海外派遣事業及びホームステイでの受け入

れ事業などを引き続き実施いたします。

○豊かな能力と強い心を育むまちづくり

　各学校における施設や設備については、古里小学校

の西側トイレ改修事業、古里小学校図工室エアコン設

○高齢者が生きがいを持って暮らせる地域づくり

　多くの高齢者は住み慣れた地域で安心して暮らして

いくことを望んでいますことから、保健師等の町職員、

地域包括支援センター職員、高齢者見守り相談員、社

会福祉協議会、民生・児童委員等が連携を行いながら、

在宅高齢者への福祉サービスを引き続き推進してまい

ります。

　また、引き続き老人クラブの運営に対し支援を行う

とともに、高齢者と言いましても、まだまだお元気な

方々も多いことから、シルバー人材センター事業にお

ける就業機会確保・充実を図ってまいります。

　また、介護老人福祉施設などの施設介護サービスに

つきましては、住民が将来にわたり経済的負担を少な

く施設へ入所できることに配慮し、引き続き施設整備

に対する補助事業費を計上させていただきました。

○障害者が自立して生活できる地域づくり

　障害のある方が地域の中で自立して自分らしく生活

を送ることができるよう、医療・福祉などとの連携や

継続的な支援相談体制が重要となります。

　特に、障害者地域活動支援センターの充実が必要な

ため、令和元年度にＪＲ鳩ノ巣駅前に建設を行い、円

滑な運営と社会参加が図られるよう、引き続き推進し

てまいります。

○心のぬくもりと絆を持ち続けられる地域づくり

　当町では、自治会や隣組などによる地域での支え合

いや助け合いによる地域コミュニティの力は非常に強

いものの、少子高齢化等の影響により、これまでどお

りの地域での支え合いが困難となることも想定されま

す。地域ささえあいボランティア事業などを通じなが

ら安心して暮らすことができるよう、強い地域の絆の

維持を推進してまいります。

第２章「やさしさ　ふれあい　人と自然」

第３章「町の中と外から関心を持たれる教育のまちづくり」

○誰もが住みたくなる心かようまちづくり

　これまでも住民と行政との協働によるまちづくりを

推進するために、住民が主体となったまちづくり活動

への支援を行ってまいりましたが、引き続き住民がま

ちづくりへの参加ができるよう、取り組みを行ってま

いります。

　自然災害への対応としまして、地域防災計画の改定

を行い、災害情報等の円滑な伝達のため防災行政無線

戸別受信機の更新を引き続き推進してまいります。

置工事など、奥多摩中学校では水道直結化事業や特別

支援教室等開設事業を実施し、児童・生徒が健やかに

教育を受けることができるよう教育環境を整備いたし

ます。また、外国語青年招致事業指導助手や放課後子

供教室などを通じ普段から英語に触れ合える環境を整

備します。

○誰もがスポーツ活動に参加するまちづくり

　平成３０年度に第１回を開催しましたスポーツフェ

スティバルにつきましては、住民のスポーツへの参加

を促進し、健康増進につながるため、令和２年度も開

催することとし、東京２０２０大会パラリンピック正

式種目であるボッチャなどのニュースポーツにつきま

《次ページ左上へ続く》

《第１章つづき》
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してもさらに推進してまいります。また、スポーツフェ

スティバルについては、パラリンピック選手などとふ

れあえる機会も予定しております。

○伝統と先進の文化・芸術にあふれたまちづくり

　町内の郷土芸能を次世代に確実に継承するために、

以前より実施しております郷土芸能の映像保存につい

て、引き続き映像記録保存事業を実施してまいります。

また、児童・生徒による継承事業として、笛の演奏体

験授業や氷川獅子の実施など郷土芸能の将来の担い手

の育成を図ります。また、指定文化財の整備等を計画

的に実施し、民俗芸能など文化財を適切に維持管理で

きるように支援を行います。

○住民が元気になる交流観光づくり

　緑豊かな森林や奥多摩湖など水環境が豊かな町に

は、その自然環境を求めて年間、２１２万人を超える

観光客が訪れていると推計されております。近年、公

共交通機関を利用する観光客が多く見受けられ、東京

２０２０大会を契機としたインバウンドによる外国人

観光客が顕著に増加していることなどが感じられま

す。今後も観光によるまちづくりを推進するべく、日

本一観光用公衆トイレがきれいなまちを目指し、改築

されました奥多摩駅前観光トイレを始めとした観光ト

イレの改修、クリーンキーパーによる観光用公衆トイ

レの清掃を引き続き実施し、クリーンなイメージづく

りに努めてまいります。

第４章「みんなの力がつながる観光・産業づくり」

○奥多摩ならではの地域産業の推進

　森林再生事業による森林環境の整備や内水面漁業環

境活用施設整備事業を引き続き実施いたします。

　また、昨年、異常ともいえる出没を見せたツキノワ

グマへの対策事業など農作物有害鳥獣対策事業を進め

てまいります。

○観光・産業づくりを推進する力の強化

　奥多摩観光協会やおくたま地域振興財団等の関係団

体と連携しての各種イベントやＰＲ事業の実施など、

他団体が実施するイベントへの出展により、魅力あふ

れる奥多摩町の観光や特産物等の情報を提供するほ

か、観光看板改修事業などを実施し、観光客の誘致に

つなげてまいります。

○官民協働による定住対策とまちづくり

　過疎化による少子高齢化対策や地域コミュニティの

維持へつなげるため、住宅用地として分譲地の整備、

町営若者住宅等の建設を実施し、町内への定住、移住

が図られるよう定住対策事業を進めてまいります。令

和２年度は、公営日向住宅改修事業、南氷川地内での

町営若者住宅建設事業や子育て応援住宅建設事業など

を予定しています。

　これらの事業の実施にあたっては、地権者や空家所

有者の方々をはじめ、地域の皆様のご理解、ご協力が

不可欠であります。今後も、皆様方のご理解、ご協力

を得ながら定住施策を推進してまいります。

第５章「住民と行政がともに考え、ともに築く、住みよい・住みたいまちづくり」

○成果を重視した行政改革の推進

　第４次行政改革大綱に基づく「量から質への転換を

目指した「しごと・ひと・しくみ」の改革」をさらに

推進するため、第４次行政改革大綱を継承した第５次

行政改革大綱を制定し、住民皆様に満足いただける行

財政運営が図られるよう努めてまいります。

　また、多様な行政需要への対応と各課の業務を最適

化するため、役場組織の見直しを行っているところで

ございます。

　初めに、近年頻発する自然災害や昨年の台風第１９

号の災害を踏まえ、総務課に新しく「危機管理担当主

幹」を配置いたします。

　また、東京都オリンピック・パラリンピック準備局

への係長職の派遣がこの９月末で終了する予定である

ことから、１０月から新たに企画財政課へ「新庁舎建

設担当主査」を配置いたします。

　以上のように、組織の見直しを行い、災害等への対

応や有事の際には災害対策本部となる役場本庁舎の整

備について進めてまいります。

世帯数
人口（人）

大人 子ども 合計

定住対策事業人口 １８１ ３１８ １８５ ５０３

（内訳）

町内転居 ８９ １６３ ７１ ２３４

Ｕターン １７ ３２ ３０ ６２

Ｉターン ７５ １２３ ８４ ２０７

【定住対策によるこれまでの効果】

令和 2 年 3 月 1 日現在

＊総人口 5,038 人（内 503 人が定住対策事業 :9.9％）
《次ページ左上へ続く》

《第３章つづき》
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○身の丈にあった健全な財政運営の推進

　自主財源である町税が年々減少を続け、国や都へ財

源を依存している厳しい財政状況の中、各種事業の見

直し・再構築を図りながら、事業の実施にあたっては、

限りある財源を効果的、効率的に執行を行い、身の丈

にあった健全で堅実な財政運営を推進するとともに、

将来の財政需要を見越し、庁舎建設基金をはじめとし

た基金への積み立てを計画的に行ってまいります。

　また、町税の収納率は、都内３９市町村でＮｏ．１

の徴収率の高さでありますが、貴重な自主財源ですの

で、今後も収納事務の対策を緩めることなく自主財源

の確保を図ります。

《第５章つづき》

令和２年度当初予算が３月の定例町議会で可決されました

　令和２年度は、第５期長期総合計画「おくたま魅力発信計画」の６年目を迎えます。町の財政は、町

税が漸減するなど厳しい状況にありますが、住民福祉の増進と少子化対策・若者定住化施策をさらに推

進し、個性的で活力のある地域社会を将来にわたって持続させるため、事務事業の必要性・有益性・費

用対効果を含めた事後検証の強化、必要な見直し・再構築を図るなど、身の丈にあった健全で堅実な行

財政運営を基本として予算編成を行いました。なお、奥多摩町の予算は、一般会計と６つの特別会計並

びに企業会計（病院）の全８会計からなっています。

令和２年度会計 別 予 算 額 と 前 年 度 と の 比 較

（単位：千円・％）
　

【予算の概要】

　令和２年度の一般会計の予算規模は、前年度比で 1 億 1 千万円、率にして 1.6％増となる 67 億 9

千万円で、過去最大となりました。特別会計では、下水道事業特別会計で公営企業会計適用に向けた計

画策定費などの増により、2千 160 万円、3.6% の増となりました。これらの要因により、全会計総額で

は前年度比 1.3% 増の 100 億 6,685 万 5 千円となりました。なお、町ホームページには、さらに詳しい

内容の「当初予算の概要」を掲載していますので、ご覧ください。

令和2年度 令和元年度 増減額 増減率

6,790,000 6,680,000 110,000 1.6

76,000 75,500 500 0.7

164,000 162,000 2,000 1.2

784,000 794,000 △ 10,000 △ 1.3

213,000 207,000 6,000 2.9

902,000 898,800 3,200 0.4

622,000 600,400 21,600 3.6

2,761,000 2,737,700 23,300 0.9

501,000 508,000 △ 7,000 △ 1.4

歳入 7,000 7,000 0 0.0

歳出 14,855 12,215 2,640 21.6

515,855 520,215 △ 4,360 △ 0.8

10,066,855 9,937,915 128,940 1.3

区                分

一 般 会 計

特
別
会
計

都民の森管理運営事業

山のふるさと村管理運営事業

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

下水道事業

小　　　　　計

病院
事業
会計

収益的予算

資本的予算

小　計（歳出）

合　　     　　計
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【
お
わ
り
に
】

　

冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た

と
お
り
、
多
く
の
住
民
皆
様
か

ら
の
負
託
を
受
け
、
４
期
、
16

年
間
の
し
め
く
く
り
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
皆
様
の
ご

意
見
や
ご
要
望
に
対
し
ま
し

て
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
を

心
掛
け
、
道
路
や
下
水
道
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
都
営
水
道
へ

の
一
元
化
、
ご
み
処
理
や
斎
場

利
用
に
関
す
る
一
部
事
務
組
合

へ
の
加
入
、
さ
ら
に
は
町
の
特

色
を
活
か
し
た
観
光
や
産
業
の

振
興
、
子
ど
も
・
子
育
て
に

関
す
る
特
色
あ
る
定
住
推
進
施

策
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
若
者
の
定
住
対
策

と
子
育
て
対
策
は
最
重
要
課
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
、
働
い
て

い
る
現
役
世
代
の
方
、
高
齢
者

の
皆
様
な
ど
す
べ
て
の
住
民
皆

様
が
、
暮
ら
し
や
す
い
町
を
目

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》

一般会計歳入歳 出 予 算 額 お よ び 構 成 比

【主な事業】○令和元年台風第 19 号災害復旧事業（山葵田災害復旧費、林道災害復旧費など）3億 6,568

万円 〇南氷川地内若者住宅建設事業 5,600 万円 〇少子化対策事業（保育園保育料助成、高校生等通学

定期代助成など）3,757 万 9 千円 〇若者定住推進事業（若者定住応援補助金、空家等活用促進事業交

付金など）5,134 万 3 千円 ○西多摩郡町村電算共同利用システム更改事業 1億 410 万円 〇介護老人福

祉施設整備事業（補助金）9,441 万 6 千円 〇観光施設整備事業（観光トイレ改修工事、観光看板改修

工事、奥多摩小屋解体工事など）8,700 万円 ○公営日向住宅改修事業 6,800 万円 〇道路新設改良事業

（南平熊沢線、白丸丸の内西線、一付線、高畑線など）2億 8,997 万 2 千円 〇防災行政無線（戸別受信機）

更新事業 8,258 万 8 千円 〇小・中学校建設事業（古里小学校西側トイレ改修工事、奥多摩中学校水道

直結化工事など）7,864 万４千円 　など

▶
特
産
品
の
奥
多
摩
わ
さ
び
の

　

維
持
・
普
及
に
努
め
ま
す

都支出金,

27億9,941万3千円,  
41.2%

地方交付税, 

15億2千万円, 22.4%

町税, 6億8,966万9千円, 
10.2%

繰入金,

6億340万2千円, 8.9%

諸収入, 4億7,260万9千円, 
7.0%

国庫支出金,

1億8,871万9千円, 
2.8%

使用料及び手数料, 

1億4,110万3千円, 2.1%

町債, 1億円, 1.5%

その他, 2億7,508万5千円, 3.9％

土木費, 13億2万7千円,19.1％

民生費, 

12億5,306万7千円, 
18.5%

総務費, 

8億8,643万7千円, 13.1%

農林水産業費, 

7億7,725万2千円, 11.4%

教育費,

6億5,013万2千円, 9.6%

衛生費, 

5億3,540万円, 7.9%

商工費, 

3億6,637万4千円, 5.4%

災害復旧費, 

3億6,603万円, 5.4%

消防費, 3億3,544万1千円,
4.9%

公債費, 2億1,239万6千円, 
3.1%

議会費, 9,357万3千円, 1.4%

予備費ほか, 1,387万1千円, 
0.2%

歳 入
６７億９千万円 ６７億９千万円

歳 出
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指
し
可
能
な
限
り
施
策
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
先
月
28
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
議
会
全
員
協
議
会
で

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

台
風
第
19
号
に
対
す
る
災
害
復

旧
対
応
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今

一
度
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
議
員

皆
様
を
は
じ
め
住
民
皆
様
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
お
く
た

ま
等
を
通
じ
て
被
害
状
況
を
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
皆
様
か
ら
一
般
質

問
を
含
め
ご
提
言
等
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
災
害
復
旧
費
の

予
算
編
成
を
行
い
、
現
在
も
東

京
都
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
復
旧
に
向

け
て
の
取
組
み
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
特
に
甚

大
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る

も
の
の
、
住
民
皆
様
の
目
に

触
れ
に
く
い
、「
林
道
」、「
遊

歩
道
」
そ
し
て
「
わ
さ
び
田
」

の
災
害
復
旧
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
災
害
復
旧
費
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

３
億
４
２
２
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
般
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
、
氷
川
渓
谷
遊

歩
道
の
災
害
復
旧
設
計
委
託
料

を
５
０
０
万
円
増
額
補
正
し
、

予
算
額
を
３
億
４
７
２
０
万
円

と
す
る
内
容
を
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
設

計
委
託
料
２
５
０
０
万
円
及

び
わ
さ
び
田
災
害
復
旧
事
業

２
５
５
２
万
円
並
び
に
西
川
線

林
道
開
設
事
業
３
４
１
０
万
円

に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
期
間

確
保
等
の
関
係
か
ら
、
東
京
都

と
協
議
の
上
、
財
源
確
保
を
図

り
な
が
ら
繰
越
明
許
費
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
他
、
観
光
関
連
の
指
定

管
理
施
設
、
計
13
施
設
の
使
用

料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
第

19
号
の
直
接
的
・
間
接
的
な
被

害
等
に
よ
り
営
業
上
の
打
撃
を

受
け
た
た
め
、
所
管
課
に
よ
る

各
施
設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施

及
び
減
免
申
請
を
受
け
、
町
行

政
財
産
使
用
料
審
査
会
に
て

審
査
を
行
い
、
大
沢
を
含
む

日
原
地
区
に
つ
い
て
は
６
か
月

の
施
設
使
用
料
を
、
他
の
地
区

に
つ
い
て
は
３
か
月
の
施
設
使

用
料
を
減
額
す
る
こ
と
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

当
該
施
設
の
減
免
額
合
計
は

１
２
８
２
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
の
災
害
復
旧
事
業

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
年

度
災
害
復
旧
事
業
費
と
し
て

３
億
６
５
６
８
万
円
を
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
令
和
元
年
度

か
ら
の
繰
越
明
許
費
、
合
計

８
４
６
２
万
円
と
併
せ
て
予
算

執
行
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
予
算
に
対
し
ま
す
財
源

を
含
め
た
資
金
計
画
で
す
が
、

現
状
で
は
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
財
源
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
わ
さ
び
田

に
関
し
て
は
激
甚
災
害
指
定
に

伴
う
補
助
金
を
活
用
し
、
そ
れ

以
外
の
復
旧
費
に
関
し
ま
し
て

は
、
東
京
都
市
町
村
災
害
復
旧
・

復
興
特
別
交
付
金
等
を
活
用
し

て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
し
、
予
定
額
の
内
示
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
中
・
下

旬
の
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
、

地
方
自
治
法
の
定
め
に
よ
り
、

専
決
処
分
の
上
、
財
源
組
替
等

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

災
害
復
旧
に
支
障
の
な
い
よ
う

に
事
務
執
行
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

現
在
も
現
地
調
査
等
を
継
続
し

て
い
る
被
災
箇
所
も
あ
り
、
令

和
２
年
度
の
中
で
も
事
業
費
等

の
変
動
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

議
員
皆
様
に
は
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

町
と
し
ま
し
て
、
都
道
で
あ

る
日
原
街
道
崩
落
の
復
旧
に
つ

き
ま
し
て
は
、
仮
設
橋
が
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ご
ろ
に
復
旧

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

が
、
完
全
復
旧
ま
で
送
迎
バ
ス

や
路
線
バ
ス
の
確
保
な
ど
日
原

地
区
の
住
民
皆
様
に
支
障
が
な

い
よ
う
対
応
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
国
民
宿
舎 

観
光
荘
」

下
の
遊
歩
道
大
規
模
崩
落
個
所

を
は
じ
め
と
す
る
遊
歩
道
や
寸

庭
線
、
大
丹
波
線
、
名
坂
線
を

始
め
と
し
た
林
道
の
復
旧
に
も

対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
古
く
江
戸
時
代

か
ら
栽
培
が
続
き
、
か
つ
て
は

将
軍
家
に
も
献
上
さ
れ
、
奥
多

摩
の
名
産
品
と
し
て
知
ら
れ
る

わ
さ
び
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

の
台
風
災
害
に
よ
っ
て
絶
や
し

て
は
な
ら
な
い
と
強
い
信
念
で

取
り
組
む
た
め
、
激
甚
災
害
指

定
を
受
け
、
高
率
な
国
庫
補
助

を
活
用
し
、
ま
た
、
町
も
費
用

負
担
す
る
こ
と
で
、
耕
作
者
に

金
銭
的
負
担
の
な
い
よ
う
復
旧

を
行
い
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
あ

る
奥
多
摩
わ
さ
び
の
維
持
・
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、「
第
５
期
長
期
総

合
計
画
」
に
定
め
た
施
策
を
着

実
に
実
行
し
、「
奥
多
摩
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
重
点
的
、

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、

誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
町
の
実
現
に
向
け
て
、
私

の
持
て
る
力
す
べ
て
を
注
力
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。


